
　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
和
歌
山
串
本
で

１
月
25
日
、
令
和
２
年
串
本
ふ
る
さ
と

大
使
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
串
本
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
町
外
で
活

躍
す
る
町
出
身
者
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
に
町
長
が
委
嘱
し
、
現
在
14
名
が

就
任
。
町
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、
大
使
か
ら
町

に
対
す
る
意
見
や
思
い
を
直
接
聞
く
た

め
、
年
１
回
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
議
に
は
大
使
５
名
が
出
席

し
、
田
嶋
町
長
は
新
庁
舎
の
建
設
や
日

本
ト
ル
コ
友
好
１
３
０
周
年
の
式
典
開

ふ
る
さ
と
大
使
が
串
本
町
へ
の
思
い
を
語
る

串
本
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
を
開
催

催
、
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
な
ど
に
つ

い
て
報
告
。
串
本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
引
き
続

き
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
使
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
大
使
か
ら
は
近
況

報
告
の
ほ
か
、
紀
南
の
自
然
を
活
か
し

た
魅
力
発
信
、
観
光
資
源
と
し
て
の
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
活
用
、
情
報

発
信
を
工
夫
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
は
、
古
民
家
活
用
事
業

に
よ
り
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
旧
園
部
邸

の
古
民
家
カ
フ
ェ
と
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

①会議で町への意見や思いを述べる大使
②会議出席者の皆さん。（前列左から）平野啓子さん、
中谷和夫さん、沼田凖一さん、田嶋町長、赤木正和
さん、前田裕子さん、（後列左から）佐藤武治県議
会議員、結城力町議会議長、清野武志副町長、濵地
弘貴企画課長
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和
歌
山
県
立
潮
岬
青
少
年
の
家
で
２

月
３
日
、
田
原
地
区
に
建
設
中
の
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
体
感
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
で
町

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
同
青
少
年
の
家
が

企
画
。
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を
建
設
す
る

会
社
「
Ｓス

ペ

ー

ス

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｏワ

ン
Ｎ
Ｅ
」
の
名

称
が
書
か
れ
た
垂
れ
幕
と
約
60
個
の
風

船
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
い
だ
直
径
１
２
０

㎝
の
バ
ル
ー
ン
を
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
と

同
じ
高
さ
18
ｍ
ま
で
上
げ
ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
体
感

出
雲
小
学
校
の
児
童
が
夢
と
風
船
を
上
げ
る

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
同
青
少
年
の
家
の

呼
び
か
け
に
よ
り
出
雲
小
学
校
の
児
童

が
参
加
。
将
来
の
夢
を
紙
に
書
い
て
バ

ル
ー
ン
に
つ
な
い
だ
ロ
ー
プ
に
つ
る
し
、

バ
ル
ー
ン
が
上
が
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
手

に
し
た
風
船
を
一
斉
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
思
っ
た
よ
り
高
か
っ

た
」、「
ロ
ケ
ッ
ト
を
近
く
で
見
た
い
」

な
ど
と
感
想
を
話
し
、
同
青
少
年
の
家

の
山
口
和
紀
所
長
は
「
今
回
参
加
し
た

子
ど
も
の
中
か
ら
、
将
来
ひ
と
り
で
も

宇
宙
関
係
の
仕
事
に
就
く
人
が
出
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

将来の夢を紙に書く出雲小学校の児童の皆さん

小型ロケットと同じ高さ１８ｍまで上がったバルーン

Town Topics

　
串
本
町
立
体
育
館
で
２
月
13
日
、
串

本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
と

会
員
増
強
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
同
連
合
会
が
企
画
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
５
回
目
の
開
催
。
町
内

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
１
７
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
同
連
合
会
の
田
仲
康
慧
会

長
は
「
け
が
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
健
康
づ
く
り

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

あ
い
さ
つ
。
町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ま
ぐ
ト
ル
」
と
一
緒
に
準
備
体
操
を

し
た
後
、
10
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
パ
ン

食
い
競
争
や
菜
箸
で
紙
コ
ッ
プ
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
の
お
菓
子
を
入
れ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
作
る
競
争
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
楽
し
み
、
最
後
に
み
ん
な
で
串

本
節
を
踊
っ
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
男
性
は
「
こ
の
よ
う
な
老

人
ク
ラ
ブ
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ほ
か

の
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
の
は

と
て
も
い
い
こ
と
。
楽
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
串
本
町
立
体
育
館
と
串
本
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
２
月
15
日
、
第
７
回
南
紀
熊

野
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
や
吉
野
熊
野
国
立
公
園
の
認
知

度
・
理
解
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
同
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
と
環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
が

開
催
。
町
立
体
育
館
で
の
物
産
展
に
は
、

関
係
団
体
や
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
、
地
元
産
品
や
ス
イ
ー
ツ
の

販
売
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
の
体
験

ジ
オ
や
地
域
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
紹
介

第
７
回
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
と
国
立
研
究
開
発

法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
平
朝
彦
顧

問
に
よ
る
「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
が

語
る
日
本
列
島
の
誕
生
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
、
約
３
５
０
名
が
来
場
。
平

顧
問
は
「
南
紀
熊
野
ジ
オ
に
は
、
自
然

と
人
々
の
関
係
の
原
点
を
理
解
す
る
豊

富
な
見
所
が
あ
る
。
人
々
の
暮
ら
し
に

役
立
ち
、
元
気
を
作
る
ジ
オ
パ
ー
ク
を

み
ん
な
で
育
て
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

①たくさんのブース
　が並んだ町立体育
　館での物産展
②クラフト作りなど
　の体験を楽しむ来
　場者
③講演する海洋研究
　開発機構の平顧問

菜箸で紙コップにお菓子を入れてプレゼントを作る

輪になって歌いながら肩をたたく「もしもしかめよ」
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